
2025（令和７）年度山陰海岸ジオパーク学術研究奨励事業募集要領 

 

山陰海岸ジオパークの学術資料の蓄積を図るため、学術調査及び研究を助成します。 

 

 

１ 補助対象研究 

山陰海岸ジオパークにおける調査研究で、次のいずれかに該当するもの。 

※研究調査対象が法令等による許可が必要な場合は、許可申請など必要な手続きをとること。 

（１）自然・環境に関する調査研究 

（２）地域の歴史・文化に関する調査研究 

（３）地域づくりおよび地域経済に関わる調査研究 

（４）その他山陰海岸ジオパーク推進協議会会長が補助対象となると認めた調査研究 

 

２ 補助対象者 

大学生、大学院生、研究者等（グループによる参加も可能）で、山陰海岸ジオパークを対象とし 

た研究、調査を進める者。 

 

３ 補助金の額等 

（１）補助金の額 

予算の範囲内で１件あたり上限 20万円（4件程度採択） 

補助率 10/10 

※補助対象研究は１補助対象者につき１件とする。 

※減額採択となる場合もある。 

（２）補助対象経費 

補助対象となる経費は、補助金交付決定日から 2026年 2月 28日（土）までに支払いが完了し 

た別表１に掲げる経費とする。 

※当該事業実施にあたり、他に収入がある場合は、その収入額を除いた額とする。 

 

４ 応募の方法 

次の書類を直接事務局まで持参、郵送またはメール添付にて提出すること。 



①補助金交付申請書（様式第 1号） 

②収支予算書 

③学術研究実施計画書（様式別 1-1号） 

【申込先・問い合わせ先】 

山陰海岸ジオパーク推進協議会事務局  

〒668-0025 兵庫県豊岡市幸町 7-11（兵庫県豊岡総合庁舎内） 

TEL：0796-26-3783 E-mail：geopark@pref.hyogo.lg.jp 

【様式等】 

山陰海岸ジオパーク推進協議会ホームページに掲載しているため、そこからダウンロードする 

こと。（URL：https://sanin-geo.jp/know/download） 

 

５ 応募締め切り 

2025年 5月 12日（月） 

 

６ 審査 

山陰海岸ジオパーク推進協議会学術部会で行う選考に基づき補助金交付を決定し、研究申請者及 

び共同研究者、指導教官等に 6月中に通知する。 

 

７ 中間報告等 

補助金交付決定者は、2025年 10月 6日（月）までに次の書類を提出すること。 

①学術研究実施報告書（中間報告） 

②収支決算見込書 

③許可証の写し（研究調査対象が法令等による許可が必要な場合のみ） 

※書類の提出がない場合、共同研究者、指導教官等にも連絡し、対応を依頼する場合がある。 

なお、研究途中に事業内容や交付決定額に変更が生じる場合、次の書類を提出すること。 

【交付決定額または補助事業の内容に変更が生じる場合】 

※対象経費の区分で当初予算から 30％を超える金額の変更がある場合 

①山陰海岸ジオパーク補助金交付決定内容変更承認申請書（様式第 3号） 

②収支予算書 

 

https://sanin-geo.jp/know/download


８ 実績報告等 

補助金交付決定者は、事業完了後 30日以内または 2026年 3月 10日のいずれか早い日までに次 

の書類を提出すること。 

※指定の期日までに書類の提出がない場合、補助金を交付しないことがある。 

※書類の提出がない場合、共同研究者、指導教官等にも連絡し、対応を依頼する場合がある。 

①補助事業実績報告書（様式第 8号） 

②収支決算書（※要領収書の写し） 

③調査日程実績表 

④学術研究実施報告書（様式別 1-2号） 

 

９ 補助金の支払い 

実績報告書等を精査して、補助金の額を確定し、支払う。 

※原則として、申請者口座へ振り込む。 

※山陰海岸ジオパーク推進協議会会長が必要と認めるときは、補助決定額の最大 8割まで、補助 

金を概算払いまたは部分払いすることができる。その際、以下の書類等を提出すること。 

①山陰海岸ジオパーク補助金請求書（様式第 10号） 

②請求書の根拠となる見積書等 

※概算払いまたは部分払いを必要とする場合は、事前に山陰海岸ジオパーク推進協議会事務局に 

連絡すること。（支払いまでに 1～2か月を要します。） 

 

１０ その他 

①補助金の交付に関する詳細は、「山陰海岸ジオパーク補助金交付要綱」を確認すること。 

②2026年 3月中に山陰海岸ジオパーク推進協議会が実施する「学術研究奨励事業発表会」で研究 

成果を発表及び質疑に回答すること。（研究代表者が発表できない場合は、録画または代理人

が必ず発表及び質疑に回答すること。） 

③研究実施報告書の要旨を今後山陰海岸ジオパーク推進協議会ホームページに掲載し、一般に 

公開するほか、報告書を新温泉町山陰海岸ジオパーク館にて希望者に閲覧を許可する。 

④補助金を使って行われた研究の成果を学会で発表するときや学術誌等に投稿する際は、研究の 

一部に本補助金を使用した旨を明記するともに、山陰海岸ジオパーク推進協議会事務局に連絡 

すること。 



 

（別表１）山陰海岸ジオパーク学術研究奨励事業補助対象経費及び算出基準 

経費区分 経費の内容及び算出基準 

報償費 

・調査研究に必要な専門的な指導や助言等を受けるために、専門家に謝礼 

として支払われる経費 

・調査研究に係るデータ入力や情報整理等の事務処理を代行するアルバイ 

トに、謝礼として支払われる経費 

※報償費は、申請者本人から、専門家やアルバイトへ直接支払うことと 

し、所属機関等を介さない。 

※報償費の 1時間あたりの額は、上限 1,700円を目安とする。 

旅費 

・調査研究地までの交通費及び宿泊費 

※飲食費は対象外とする。 

※兵庫県旅費規程以内とする。（ホームページ参照） 

需用費 

・調査研究に使用する器具類、標本、図書、ソフトウェア、事務機器の部品 

等の購入費 

※当該調査研究に固有かつ不可欠なものに限る。パソコン、プリンター、 

デジカメ等の汎用性のあるものは、対象外とする。 

・調査研究に要したガソリン代等 

・文書、図面等の印刷代、写真の現像代等 

役務費 
・調査研究に係る文書等の郵送料 

※電話代は対象外とする。 

委託料 

・調査研究に係るデータ測定、分析、鑑定等の委託費 

※委託金額が補助金額の 50％を超える場合又は中核となる部分が含まれて 

いる場合は、委託不可とする。ただし、当該研究に不可欠な特殊な測定、 

分析、鑑定等を委託する場合は、この限りではない。 

使用料及

び賃借料 

・会場使用料、レンタカーやレンタル機器等の借上料 

・調査研究に要した有料道路通行料、駐車場使用料 

その他 ・山陰海岸ジオパーク推進協議会会長が必要と認める経費 

 


